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[案件の名称]

都市景観形成地区「箕面船場駅前地区」の指定について

[結果公表閲覧期間]

平成２９年(2017 年)７月２７日（木）から８月２５日（金）まで

[閲覧場所]

・市ホームページ

（アドレス http://www.city.minoh.lg.jp/machi/senba/ .html）

・みどりまちづくり部 まちづくり政策室 （箕面市役所 別館４階 ４９番窓口）

・行政資料コーナー （箕面市役所 別館１階 １２番窓口）

・箕面市役所豊川支所、止々呂美支所

・中央生涯学習センター

・東生涯学習センター

・西南図書館

・みのお市民活動センター

[実施結果概要]

◆募集期間 平成２９年(2017 年)６月５日（月）から７月４日（火）まで

◆意見の件数 ２４名（１７件）※類似のご意見については集約させていただき公表しています。

◆いただいたご意見と市の考え方 次ページ以降に記載

問い合わせ先：

箕面市みどりまちづくり部まちづくり政策室

電話 072-724-6918（直通）
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いただいたご意見 市の考え方

【１】都市景観基本計画、景観計画、都市景観形成地区基準の変更について

1
・景観形成地区に指定して、良好な都市景観を創出する

ことは、大いに賛成である。

・今回の景観形成地区指定は、整備が

進む駅前エリアの魅力ある都市景

観の形成を目指し、景観ルールを制

定するものです。今後も、良好な景

観形成に努めてまいります。

2
商業地船場繊維団地内に、市の文化施設、阪大キャンパ

ス、船場東公園跡地に３０階建てマンションが予定さ

れ、一つの地域の中に多様性がある計画は、個性適な景

観が達成されると思います。

・駅前地区では、駅前立地のポテンシ

ャルを生かした土地利用の多目的

化、高度化が図られます。景観の観

点からは、多様性であるが故に乱雑

なまちなみ景観とならないよう留

意し、景観のルールに基づき、広場

やデッキ、建築物が一体となった駅

前に相応しい魅力ある景観形成に

努めてまいります。

3
・地区指定が「箕面船場駅前地区」 ４.４ｈaに限って
いるが、船場地域の再生、活性化を図るのであれば、

国道４２３号・船場西地区とくに新船場西南公園を含

めた景観形成地区とすべきだろう。再検討を望む。

・鉄道延伸に伴う新駅設置という大き

なインパクトを活かし、新駅周辺で

は土地区画整理事業により大街区

化された新たなまちづくりが行わ

れます。新たに整備される駅前エリ

アについては、大学や市民文化ホー

ル、住宅や商業施設、デッキ状の広

場や公園が設置され、駅の利用者、

周辺地区住民、学生、船場地区企業

関係者等が集う新たな交流空間を

創出する予定です。今回の景観形成

地区指定は、整備が進む駅前エリア

の魅力ある都市景観の形成を目指

すものです。

・なお、箕面市は市域の全域が景観計

画区域であり、船場地域についても

景観のルールは既にあり、敷地面積

が500㎡を超える建築行為等は届出
が必要です。今回の景観形成地区の

指定は、駅前に相応しい景観形成の

ため、独自のルールを追加するもの

であり、周辺地への波及効果が期待

できます。

4
・箕面市船場駅前地区における都市景観形成地区指定は

反対いたします。

理由

この地区指定は箕面船場流通業務団地特別業務地区

・船場地区のまちづくりについては、

第五次箕面市総合計画において、

産・官・学の連携による大学発ベン

チャー企業の創出など、「地の利」
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での一部に再開発計画自体が異形にして、周囲の流通

団地施設とそぐわない。それを肯定する景観形成地区

指定である。内容も抽象的で暖味で、市民の要望によ

る地区指定ではない。

この形成地区の都市施設は高層マンションを除いて、

すべて箕面市及びＰＦＩがする計画で、箕面市が主導

している。箕面市が素案(景観形成地区指定)して、箕
面市主導の都市施設を造るのに、形成地区指定する理

由が全く見えない。漫才以下の滑稽な指定である。別

な目的のための規制なら、市民・大阪船場繊維共同団

地組合員に将来の計画を明確にする必要がある。地区

計画も同様である。特別業務地区を廃止してからする

べき施策である。

・東船場地区に都市景観形成地区指定は反対いたしま

す。今まで箕面市の都市景観を破壊する開発をしたの

は、市民でも業者でもありません。場当たり的都市政

策で開発を許した箕面市の政策の結果です。箕面船場

地区での乱開発建築物も大阪船場繊維卸商団地組合

と箕面市の妥協の産物で、箕面市が今迄景観を壊して

いる当事者です。その反省もなく、箕面船場東地区の

再開発も同様で、その開発の形成地区指定ははんたい

いたします。

・船場地域は、船場西と船場東の約７０ｈaのエリアを
開発したものです。当時の都市計画の「理想」も含め

て、一定の評価ができるものがあります。商業地域は

その後の繊維産業の衰退の中で、商業地域としての発

展はあまり見られませんでしたが、住居地域について

は、良好な住環境が一定程度実現しています。従って

地区計画にあたっては、歴史的な経過も含めて船場地

域とその周辺を含めた検討がどうしても必要となり

ます。今回の「地区指定」は、駅前再生開発のために、

高さ制限など様々な規制暖和が行われる「地区計画」

に合わせただけのご都合主義の「地区指定」であると

言わざるを得ません。

・新駅周辺の駅前再開発に合わせたとしても、土地区画

整理地域に限定していることは、駅前再開発としても

無責任な計画です。新駅周辺は、既に船場繊維団地組

合以外の地権者が多数存在しています。(パチンコ、ス
ーパー、家電量販店、酒のデスカウントショップ、マ

ンションなど)いくら急ぐと言っても、こうした状況を
勘案しない計画は、都市景観形成の計画とは言えませ

ん。

・今回の「箕面船場駅前地区」の指定は、再検討するた

め、見送るべきです。箕面市は、北大阪急行延伸と駅

前再開発に関して、この事業推進しか見えないのか、

船場地域の「まちづくり計画」は全くありません。「み

と「知の利」を生かして新産業を創

り出す都市へ生まれ変わるまちの

姿を描き出しており、繊維卸売業を

根幹としつつ、大阪大学箕面キャン

パスの移転をはじめとした、新たな

まちづくりの展開を図ることとし

ています。

・平成 28年に策定した立地適正化計
画では、北大阪急行線延伸事業の具

体化に伴い船場地区に新駅が設置

されるという大きなインパクトを

活かし、市全域への波及効果や住宅

都市としての価値を高めることを

目的として船場地区を「中部都市機

能誘導区域」の一部に位置づけ、誘

導施設として教育文化施設、介護予

防・健康増進施設、医療施設をはじ

めとする施設を位置づけています。

・こうした計画の策定に当たっては、

それぞれ、説明会やパブリックコメ

ントで市民の皆さんの意見をお聞

きするとともに、市議会議員や専門

家、公募市民など関係者が参画する

審議会等で議論したうえで決定し

たものです。

・今回の景観形成地区指定は、このよ

うな議論の延長線上にあるもので

あり、整備が進む駅前エリアについ

て魅力ある都市景観の形成を目指

し、全市的に既にある景観のルール

に加えて、独自の景観ルールを制定

するものです。

このような景観ルールを策定する

ことで、公共施設はもちろん、大阪

大学や船場繊維卸商団地協同組合、

その他地権者が行う建築行為全て

にルールが適用され、将来的にも良

好な景観が持続できるものです。

・また、今回のように、駅前に相応し

い景観形成のため、駅前の地区を指

定し独自のルールをつくり、良好な

景観を誘導する取組みは、周辺地へ

と広がる波及効果が期待できます。
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どりまちづくり」「まちづくり政策」という立場から

しても、今回の「地区指定」は、ありえません。

5
・建物の色彩

箕面市の指導方針は、彩度の高い色彩は不可である

が、商業施設を含む当該地区では、厳密に指導するの

ではなく、アクセントカラーとしての使用を認めない

と、街の華やかさ（楽しさ）に欠けることになる。例

えば、彩都の箕面地区をみると、きわめて「地味な」

まちなみ景観になっている。茨木市域と比べれば判然

とする。

・箕面市の基準では、彩度の高い色の

多用を避けておりますが、アクセン

トカラーとして壁面の 20分の 1ま
で使用することは可能で、建物等の

表面全てを低彩度のものとするも

のではありません。

・建物の個別の協議においては、全体

として落ち着きのある色彩を基調

としつつ、周辺と調和した上質なデ

ザインとなるよう、都市景観アドバ

イザーの意見も聴き、協議してまい

ります。

6
・敷き際のしつらえの植栽空間について。

高木については、個々の建物の設計者にゆだねるので

はなく、地区全体に統一した樹種を選択すべきであ

る。例えば、御堂筋のシンボルである「いちょう」と

か、「けやき」並木とかの工夫が必要と考える。これ

は街のイメージ創出につながる。

・箕面の繊維団地は 45年前 大阪から移転して来まし

た。その大阪と箕面をつなぐものは北大阪急行・大阪

市営地下鉄そして、新御堂筋線と御堂筋線のイチョウ

並木です。今回計画されている箕面船場駅前地区には

大阪とつながっているイメージを強調するために、道

路や公園などにはイチョウの樹を植えて欲しい。

・建物敷地内の敷き際空間の植栽につ

きましては、景観の基準のなかに

「植栽は周辺に見られる樹種など

に配慮する」方針が含まれており、

建築計画立案時の協議の際、建物ご

とに都市景観アドバイザーの意見

も聴き、周辺と調和した植栽となる

よう協議してまいります。

・道路や公園へのイチョウの植栽につ

きましては、具体的な計画立案の際

の参考とさせていただきます。

7
・デッキは、この街のまちなみ景観の重要な要素となる。

このデザインや色彩などは、箕面市の景観に係る思

想・意欲・能力を問われるテーマである。しっかり頑

張ってほしい。

・デッキ上には自動散水設備のあるプラントボックスを

並べ、花木の植栽をする。又、雨天や炎天下での歩行

者の為にソーラの上屋と風除けの配慮をする。

・新駅前街区は歩行者デッキを最大限に生かし、景観形

成の根幹となっている。地区内には１号～５号まで道

路通路として歩行者に幅広い利用をうながすものだ。

ところが？もっとも肝心な１号通路について全く触

れていないのはなぜか？回遊性を強調しているか？

単に地区内だけのものか見解を－。

・駅前に広がるデッキ空間は、来訪者

に船場のまちを印象づける大切な

空間であると考えています。このた

め、駅前広場、デッキ上の多目的広

場、１から５号歩行者デッキは、一

体感のあるオープンスペースとし

て機能的かつ魅力的で、花や緑など

の潤いある空間となるよう、周辺の

建物との調和を図りながら計画す

るよう努めてまいります。

・歩行者連絡通路１号は、新駅昇降口

から２階レベルで地区西側に伸び

る歩行者デッキで、地区界から先

は、別途整備を予定している歩行者

デッキで新御堂筋を横断し、新船場

西公園までつなぐ予定ですが、他の

歩行者デッキや多目的広場と統一
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したデザインとし、一体感のある空

間としてまいります。

8
・抽象的な表現が多く、どのような街が出来上がるかの

イメージが出てこない。(仮称)箕面駅前地区デザイン
指針を策定とのことであるが、これを見ないと具体的

な意見の出しようがない。この方針についても、パブ

コメを求める計画なのか。

・景観計画の基準は、建物等の計画に

おける景観的配慮等の基本的な方

針、考え方を示したものであり、地

区内で個別に行われる建築設計の

際に基準となるものです。

個別の建築設計の協議は、それぞれ

の敷地条件や周辺環境を勘案のう

え、こうした基準に基づき、よりよ

い景観形成を目指す創意工夫によ

り、都市景観アドバイザーの意見も

聴きながら、建築デザインや景観的

配慮について、設計計画をまとめて

いくことになります。

・船場駅前地区のデザイン指針は、こ

の地区が駅前エリアとしてまちを

印象づける極めて重要なエリアで

あり、全体的なデザインの統一が求

められることから、上記の一般的な

協議スキームに加え、あらかじめデ

ザインの指針を決めておこうとす

るもので、都市景観アドバイザー、

都市景観審議会の意見を聴いて定

めるものです。

9
・現在、当該地区で最も高い建築物は高さ８３ｍのマン

ションです。突出した感じを持っていたのですが、今

日の箕面市都市景観基本計画［改定版］の変更（素案）

のうち〈景観形成の方針〉には◇千里丘陵の地形を考

慮し、本地区を遠方から望む遠景において、周辺地や

背景となる山なみと調和した都市景観を創るとあり

ます。この方針と、「スリム化された１００ｍのビル

が認められる」という説明の間には相当無理がありま

す。千里緑地の立派な緑の中からこれまでに無い、少

なくとも現在の２割も高い高層建築が丘陵の上に建

つ姿は、箕面の山並みと調和した景観であるとは思い

ません。

・公園跡地に３０階建マンションの建設。景観地区と謳

っているのに、高層マンションを許可。景観地区と言

っている船場の計画は、住民の意見を無視していると

しか思えません。

・景観形成の方針にある「千里丘陵の

地形を考慮し、本地区を遠方から望

む遠景において、周辺地や背景とな

る山なみと調和した都市景観を創

る」の主旨は、本地区が丘陵地であ

ることを考慮し、遠方からの見え方

にも配慮しようとするものです。

・本地区を遠方から望む場合として、

大阪市方面から新御堂筋(国道４２
３号)を北に向かったときの視点で
は、箕面の山なみを眺望できる場所

は新船場北橋以北の下り坂となる

辺りであり、また、千里中央など南

側の地域からは箕面の山なみがほ

ぼ見えないため、本地区の計画が大

きな影響を与えることはないと考

えます。引き続き、箕面の山なみ景

観を守るため、必要な施策を講じて

まいります。
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【２】その他のご意見（【１】に含まれないご意見）について

10
・パブリックコメントの閲覧場所に、船場地区に限定さ

れるような内容の場合には公共施設としての萱野南

図書館を追加して頂くよう要望しました所、早速今回

は対応して下さいましてありがとうございました。

・各種まちづくり施策については、説

明会やパブリックコメント等で広

く市民の皆さまのご意見をいただ

く場を設けており、原則として、全

市的に閲覧いただけるよう市域の

８ヶ所を定め、閲覧等を実施してお

ります。今後も、案件の内容により

閲覧場所の追加の必要性を検討し

対応してまいります。

11
・新駅出入り口から西側新御堂筋歩道へと巨大な歩行車

デッキの景観をどのように捉えているのか。北側山ろ

くから、千里中央から、どちらから見ても坂道。前方

をふさぐ建築物にならないか構造上、景観上大問題

だ。

・市民の日ごろ見慣れているが、大変貴重な景観があり

ます。千里中央からは４２３号線の側道を多くの市民

が徒歩や自転車や自動車で箕面市船場地区に向いま

す。千里緑地を通りすぎ、坂をのぼり切ると、毎回箕

面の四季を感じさせてくれる山並みの景観に目をう

ばわれます。４２３を利用する車生活の人には道路の

構造のため北橋以北でやっと山なみに気づかれるの

でしょうか？

この船場南橋より南から見え始めるながめは、駅前か

ら２階レベルで船場西へ設置されるであろう歩行者

デッキで遮閉されるとおそれます。ここでの景観が失

われる点は課題になった事があるのですか？

又、検討のために模型や画像での検証があったのなら

地元説明会等適切な場でお示し頂きたい。

・このデッキの設計にあたっては、見

え方やボリューム感等について、景

観面で優れたものとなるよう都市

景観アドバイザーの意見を聴きな

がら、十分に検討してまいります。

12
・北緑丘や小野原地区の住民は従来の千里中央からのバ

ス利用を止め、新駅への通勤にバスの利用、歩行や自

転車・バイク、マイカーの送迎に切り替えられ、船場

北橋や南橋の交通量は大幅に増大する。又、船場西の

住民は東の業務地区に対し住居地区設定の街づくり

から新駅の利用人口は極めて多い。普段は歩行でも通

勤や雨天・炎天下ではマイカーの送迎になる。現状で

もかなり交通渋滞しており、中央だけではなく南橋・

北橋にも歩道橋が必要である。更に、それぞれの歩道

橋から直接新駅のデッキに接続される配慮も要る。

・駅前にマイカーの乗降場や待機場は必須である。近く

になければ車は付近を周回し、周辺道路の渋滞原因に

なる。

・船場東の業務地域では、路上での荷捌きや宅配便の停

車などから度々交通渋滞を起こしている。キオスクや

コンビニなどの商業施設を含め、「適切な荷捌場のな

・国道４２３号を横断する歩行者デッ

キは、船場西地区にお住いの皆さん

が特別業務地区内を通行する業務

用トラック等と交差することなく

２階レベルで船場東地区の新駅や

市民文化ホール、商業施設等へアク

セスできる施設として計画してい

るもので、ピーク時の歩行者数や駅

への歩行者動線を検討した結果、新

船場北橋と南橋の中央部に新たに

１か所設置する計画としました。

・自動車交通については、駅周辺の土

地区画整理事業立案の際、施行者が

警察や道路管理者と協議を完了し

ています。併せて、今後、各敷地で

具体的な土地利用が行われる際に
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い業務施設は営業停止させる」条例を作るべきであ

る。

・交差点近くの自動車の出入りは極めて危険で、「車の

出入口は角から７ｍ以上離す」や、見通しのために「細

街路の角地の隅切り」など厳守させる。又、大型車の

通行禁止や一方通行・右折禁止などの大幅な交通規制

をする。

・緑地公園駅とは立地条件や建設年代が違うのと、自動

車交通が大幅に増大した今日の社会環境の違いを深

く認識し、竣工後に失政と言われないように努める。

は、条例協議等によって個別案件ご

とに詳細な協議を行うことになり

ます。

13
・「東地区歩行者通路１号」を新船場西公園まで延長す

る計画について

１．新船場西公園は、都市公園法(街区公園)と規定さ
れ、もっぱら街区に居住する者の利用に供すること

を目的とする公園で、誘致距離２５０ｍの範囲内と

される。実際、この公園は近隣住民の健全なコミュ

ニティ形成の場でもあり、利用者にとっては充実し

た日常生活に欠くことのできない存在。その中に一

日２千人以上の流入するエレベーター・階段を建設

して、公園を一般道路化する歩行者デッキ延長計画

が許容される根拠となる法律(都市公園法・景観法な
ど)とその解釈を具体的に示して下さい。
２. 箕面市は新船場西公園内の昇降施設建設に反対し
ている市民に今後とも理解を得るよう丁寧に説明

すると、市議会などで答弁されているが、市の説明

には常識はずれの現状無視が多い。

(１)公園内に建築する昇降施設は、従来の公園の機
能をできるだけ損なわないよう配慮すると説明

するが、昨年９月に発表された詳細設計と称する

ものは、周辺住民が享受している公園の現在の機

能を根本的に破壊するものです。

(２)新御堂を跨ぐ歩行者デッキが新御堂筋側道だけ
を着地点にすると、車の多い市道２７・３３号線

を利用する歩行者が危険なので、歩行利用者の安

全を守るため新船場西公園まで延長すると主張

するが、数メートルしか離れていない安全な新御

堂筋歩道があるのに、わざわざ危険な市道２７・

３３号線を利用することはあり得ない。あっても

近辺のごく少数に限られます。

(３)公園に昇降施設の建築で、マンション・ロイヤ
ル千里前一方通行道路は、歩行者デッキ利用者や

その送迎用車が進入し、周辺住民の生活が脅かさ

れるが、警察と協議して善処するというが現実に

不可能だ。

・２階レベルで国道４２３号を跨ぐ歩

行者デッキは、船場西地区にお住い

の皆さんが安心して船場東地区の

新駅や市民文化ホール、商業施設等

へアクセスするために整備するも

のですが、同時に、船場東地区に設

置する公園と新船場西公園を結ぶ

遊歩道としての機能を併せ持つも

のと考えており、歩行者が安心して

散策し、箕面山麓の眺望等を楽しむ

ことができる施設とするよう検討

いたします。なお、新船場西公園に

ついては、地域の皆さんが大切に守

り、育てられた経緯を踏まえ、でき

る限り改変することなく、従来の散

策路、遊歩道としての機能を活かし

たいと考えており、公園を一般道路

化するものではありません。

・歩行者デッキの西端には階段のほか

エレベーターを設置し、利用者の利

便向上に努めるほか、公園への影響

を極力なくし、公園中央にある遊歩

道の確保や植栽への影響を最小限

にとどめる計画案をお示しし、周辺

住民の皆さんに説明しているとこ

ろです。なお、デッキ横のマンショ

ンへの影響、プライバシーを守るた

めの方策についても検討しており、

先般、隣接するマンションで説明会

を開催いたしました。今後も引き続

き、理解が得られるよう努めてまい

ります。
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(４)マンション・メゾンドール南側市道３３号線は、
マンションに所要の駐車が多いところで、現在８

ｍでも車のすれ違いが困難な状況にも関わらず、

歩行者デッキの支柱３本を立てると、道幅はほぼ

５ｍしか残らず、車同士がの事故が発生し、限ら

れた歩行者の安全を守るどころの「はなし」では

ない。

(５)マンション・メゾンドール南側は、ベランダか
らニューエリモビル・ガラス壁面まで１０ｍあっ

た空間は、ほぼ３ｍとなり見晴しだけでなく歩行

者の騒音は最上階まで達し、最早生活できない状

況となる。

(６)新御堂を跨ぐ歩行者デッキが新御堂筋西側歩道
までの場合と新船場西公園まで延長した場合で

は総費用の割合を教えて下さい。市は新船場西公

園まで一体のものとしてこの質問を一蹴してい

るが理解できない。

・新船場西公園への歩行車デッキの延長とエレベーター

の設置の問題です。新船場西公園と新船場南公園は、

商業地と住宅地の暖衝地帯として造られた公園です。

この公園は、地域住民の憩いの場となり住民による自

主的な公園の維持管理も行われています。このため、

住民の中から「歩行者デッキ延長反対」の運動が展開

されています。ところが、今回の「地区指定」には、

同じ駅前再開発計画に入っているにもかかわらず、

「地区指定」には含まれていません。

14
・昨年、都市計画変更して「新船場東公園」が廃止され

ました。今後、「駅前広場」を作る計画になっていま

すが、同じ公園でも「駅前広場」は、かなり位置づけ

が異なります。将来の船場東地区の在り方を考えるう

えで、船場東地区唯一の「新船場東公園」を廃止した

ことは致命的な問題です。復活を考えるべきです。

・先日の「土地区画整理に関する説明会」に参加させて

頂きました。今まで新公園について、イメージがつい

てなかったのですが説明会に出て、具体的に〝このあ

たりに新公園ができる" ていうのを知り、愕然としま

した。あまりに狭いですし、公園という機能をはたせ

る場所ではないと、とても感じました。ふだん、船場

東公園で遊んでる子供たちも、ショックを受けていま

した。

今後、船場東地区の人口も増えてくるだろうと予測さ

れますし、そこの地域に住む人々が公園として使える

場所を考えていただきたいと強く望みます。ご検討を

よろしくお願いします。

・船場東公園が一定期間なくなることについて。

・新船場東公園については、土地区画

整理事業で従前の公園を新駅直近

に移設するため、一時的に都市計画

公園の位置づけを廃止したもので

す。土地区画整理事業上、公園面積

は従前が約 3,700㎡であることに対
し、従後は約 5,000㎡を確保してお
り、公園を駅直近に移設するととも

に、併せて設置する地区施設である

デッキ上の多目的広場と一体的に、

十分に広さのある都市型オープン

スペースとして活用し、新駅周辺に

立地する大学、市民文化ホール、住

宅、商業施設などに集まる多くの市

民や学生が集える新たな交流拠点

としての機能を加えてリニューア

ルしようとするものです。

なお、新駅直近に移設する公園及び

多目的広場の施設内容については、
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避難場所が遠いのにも関わらず、人命を無視した萱野

東小学校という遠い場所に指定。代わりになる場所と

して唯一の公園も、指定もしてくれなければ、今回の

工事で平気で近くの公園は取り上げる。

・新公園の計画にしても、住んでいる住民を無視した計

画。場所と面積、公園の質。全く納得できるものでは

ありません。

・船場東公園閉鎖後 新公園ができるまでいったいどこ

で遊べばよいのでしょうか？校区外ですか？これで

は「子育てしやすい市」とは言えませんね･･･。新し

い公園もデッキばかりで、走り回ることのできるスペ

ースは限られています。新たに、公園を増やすべきで

す！現状でも 1つしかないのに、マンション２棟、阪
大生が増えるというのに･･･。水道局の空きスペース

を有効活用できないのでしょうか？航空写真を見る

と緑がほぼありません。「都市景観形成地区」･･･疑問

です･･･

・新船場東公園が廃止され、駅前公園が新設される間、

船場東に公園がなくなります。子供たちの遊び場は？

こども会の活動は？ドッジボールの練習等はどこで

すればよいのでしょうか？新公園でも、子供たちがの

びのび走りまわれるスペースがあるのでしょうか？

とても心配です。子供たちが一番気にしております。

・船場東公園がなくなるとききました。公園がなくなる

とみんなが遊べなくなる！じしんがきたとき、家族と

どこでまちあわせしたらいいんですか！船場東公園

をなくさないでください！

・船場東公園を閉鎖する前に新しい公園を水道局の上に

つくってください。今では、「子育てしやすい市」と

はくちだけになります。船場東公園は、ひなん場所が

なくなります。去年は公園に雪がつもって自然とみん

なが集まって雪合戦をしました。それも、もうできな

くなるのでしょうか。子ども会の活動もできなくなる

のでしょうか。さくらも見れなくなるのでしょうか。

サッカーのパスあいやおにごっこなどの走り回るこ

とはできなくなるのですか？

そもそも、船場駅をつくればもちろん人が増えます。

その中にはもちろん子どももいます。その子どもの増

える場をつくるのにたいして船場東公園をなくすと

子どもはどこで遊ぶのですか？増えるのに公園をな

くして面積の小さい公園をつくるとは、とても「子育

てのしやすい市」とは言えませんね。

それに、犬の散歩をするのにも困ります。小さすぎる

と散歩もできません。船場東公園をなくすのなら今の

公園より大きくしてください。でもぼくの本音は、船

場東公園をなくさないでください。ぼくは公園がなく

今後、検討してまいります。

また、現在ある従前の公園について

は、なるべく長期間利用できるよ

う、土地区画整理事業の実施スケジ

ュールにおいてできる限り遅いタ

イミングでの除却工事となるよう

施行者に依頼しています。

・避難場所については、小学校区単位

で設定しており、小学校が土砂災害

危険区域内にある一部の校区を除

き各校区の小学校が避難所となっ

ています。船場地区には小学校がな

いため、現状では国道１７１号を越

えて各校区の小学校に避難してい

ただくことになりますが、現在、船

場地区への新たな小学校建設と校

区再編の検討を進めており、これが

具体化すれば新設校が新たな避難

場所となります。

なお、新船場東公園は、避難所や一

時避難地には指定しておりません。

地域防災ステーションとして防災

資機材が備えられていますが、その

位置づけについては新たに設置す

る公園において検討してまいりま

す。
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なるなんて正直、ありえないと思います。なので公園

をなくさないでください。

・”新船場東公園”地権者が決定次第閉鎖すると認識し

ています。船場東地区に公園が無くなる、新公園の提

議もあやふやな中、又、新設までの間、１～２年公園

がなくなると言う事は容認できない。子供たちは落胆

しています！

・新公園に子どもが遊べる敷地確保が難しいのであれ

ば、第２、第３の整備地区内で早々に公園を新設して

頂く事を要望します。

・千里アクア駐車場跡地（水道局）上を新公園にして頂

きたい。新公園、子どもの遊び場を奪わないで欲しい。

とても”子そだてしやすさ日本一”を目指している市

長の考えとは思えません！！

・子供達の意見です。公園が無くなって、新しい公園が

できる事を聞いていたけど小さくて嫌だ！今の船場

東公園でよく、キャッチボールをしています。新しい

公園でも絶対キャッチボールはできるくらい広い公

園にして下さい。どんぐり拾いもしたいし、木登りも

できる今みたいな公園じゃないと嫌です。よろしくお

願いします！子供達の願いを叶え頂きたいと思いま

す。水道局の土地に公園はできないのでしょうか？駅

前のみの公園だと、今まで通り子供達が気軽に遊ぶ事

ができないと思います。今の船場東公園のような公園

が子供達には必要です！ご検討宜しくお願い致しま

す。

・せんばひがし公園をなくすなど考えられません。そこ

で、キャッチボールをしたり木のぼりをしたりしまし

た。だけど、新しくできる公園の面積を広くして木な

どベンチなどをつけてください。作るとしたら水道局

に作ってください。作るとしたらテニスのところもち

ょっとのこしてください。

・船場東公園は数十年かかって近年とみに緑が充実して

来ました。船場東の「まちなかの緑」として一級の場

所、しかも本物の土のある公園で、撤去することは再

考して欲しい。緑が少ないデッキに緑を設置する事で

カバーできない損失です。

・全体的なボリューム感に対して公園の面積はどうでし

ょう。何㎡あるんのでしょう。この都市景観形成地区

の地区計画で新船場東公園が廃止されています。この

付近およびこの業務地区全体で民間マンションが１

６棟（東側１０棟 西側６棟）あります。地区計画内

には１棟のみです。東側他の９棟の方々が使える公園

がなくなったのです。公園は一時避難場所として確保

されるべきだと思いますがいかがでしょう。都市計画

審議会ではここは避難場所ではない。避難は萱野東小
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学校にと発言されていましたが、本当に正しいのでし

ょうか。公園（もしくは緑地）の設置目的、数を確認

して下さい。

・多くの人を呼び込み新たなまちづくりを進めるために

は、利用できる施設、住空間とともに、癒やされる緑

あふれる広い公園は必須です。市の提案されたイメー

ジ図に公園と記載された箇所がありますが、これは、

公園と呼べるものではなく、立ち話出来る程の憩いの

場、又は、デッキの緑地一部分のような物にしか景観

的にも見えません。住む人、集う人、駅を降りた人々

が最初に視界に入り、景観として捕らえるには余りに

も、お粗末だと思います。

・デッキ部分の中に、余裕も無く無理矢理、公園と称し

た造った緑地部分（緑地帯とも言えない）。デッキに

公園を設けるのなら、もっと大きな規模で（ヴィソラ

の元の公園規模くらい）。もしくは、別の場所を検討

するべきかと思います。景観的に見て、誰もが公園と

認識でき、安心して集える公園を作るべきだと思いま

す。現在、市の推進されている整備案では『子育てい

やすさ日本一』を唱う市の方針が、新しく開発される

であろう船場東地区の景観とともに崩れ落ちてしま

うと思います。

・船場東の地域に住民を集め、阪大の学生を集め、駅を

造り、小中一貫校を検討し、活気あるまちづくりを目

指しているのなら、人々が集まり、子どもの笑い声が

聞こえ、新しい自治会が活動でき、訪れた人たちが安

心して休める、しっかりした公園は、箕面市船場駅前

地区全体の景観をまとめる、重要な役割を担っている

と思います。

15
・今回箕面船場駅が出来る事によって土地区画整理事業

が行なわれ大街区化となり周辺の用途・規模と異なる

ものとなるようです。新たなまちの玄関口として駅前

のポテンシャルを活した土地利用で大学施設、新文化

ホール、図書館、民の高層マンション、駅前ビル、そ

して地区内デッキを安全対策の観点からまち全体で

車両を１階、歩行者動線は２階に分離されるようで

す。

これらは現在の繊維商卸団地内の歩行者の視線レベ

ルにある建築物の低層部分においての圧迫感の軽減

や植栽による潤いの創出、後退による歩行者空間の確

保を求められて来たとされています。この区域は高度

８種３１ｍでありながら最近建築されたマンション

１５階建てにくらべて低く物流を重視した広い道路、

ほぼ同じ様なビルが並び圧迫感を感じた事もありま

せん。現在のジェット辺り以外はひんぱんに車が通る

・ご意見の主旨は、2階レベルの歩行
者デッキは必要がない、駅周辺で予

定している大学や文化ホール等は

必要がない、計画立案にもっと時間

をかけるべきであると思料いたし

ますが、船場地区のまちづくりにつ

いては、第五次箕面市総合計画にお

いて、産・官・学の連携による大学

発ベンチャー企業の創出など、「地

の利」と「知の利」を生かして新産

業を創り出す都市へ生まれ変わる

まちの姿を描き出しており、繊維卸

売業を根幹としつつ、大阪大学箕面

キャンパスの移転をはじめとした、

新たなまちづくりの展開を図るこ

ととしています。
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事も多くなく歩行に不安を感じた事もありません。

駅前地区では車は１階、歩行者は２階とされています

が、車の通る道路はこの地区の周に作くられる予定の

ようで車と人が交錯する事が考えられません。デッキ

上には大きな樹木（土の植られた）が配置出来るので

しょうか。テーマパークのような花壇は必要ありませ

ん。

地上に降す事は出来ませんか。駅ビル、大学、民間マ

ンション、新文化ホール、図書館、総体的に見て団地

全体から見て浮きあがって見えるのではないでしょ

うか。高度化、多目的化、現代的で機能的な響きです

が、箕面市民がのぞんだものでしょうか。市民の使い

勝手の良いつくりにして下さい。市民が愛着のもてる

ものにして下さい。

先日新文化ホールの審議会があり、皆様より良い物を

作ろうと話し合いをされていました。でも多くの市民

とはかけはなれたところで、これだけではなく市民が

知らない、知らされていな事がどんどん進んで行って

いるように感じます。たとえ、色さい、デザインを考

えても高さはどうやっても低くくはなりません。一体

感を持たせてとありますが、建物が視野をさまたげな

い囲まれた感じがしないものにしていただきたい。４.
４ｈaの建物の想像がつきません。もっと時間が必要
です。

・また、平成 28年に策定した立地適
正化計画では、北大阪急行線延伸事

業の具体化に伴い船場地区に新駅

が設置されるという大きなインパ

クトを活かし、市全域への波及効果

や住宅都市としての価値を高める

ことを目的として船場地区を「中部

都市機能誘導区域」の一部に位置づ

け、誘導施設として教育文化施設、

介護予防・健康増進施設、医療施設

をはじめとする施設を位置づけて

います。

・上記のような計画の策定に当たって

は、それぞれ、説明会やパブリック

コメントで市民の皆さんの意見を

お聞きするとともに、市議会議員や

専門家、公募市民など関係者が参画

する審議会等で議論したうえで決

定したものです。

・船場地域では、鉄道延伸に伴う新駅

設置という大きなインパクトを活

かし、新駅周辺では土地区画整理事

業により大街区化された新たなま

ちづくりが行われます。新たに整備

される駅前エリアについては、大学

や市民文化ホール、住宅や商業施

設、デッキ状の広場や公園が設置さ

れ、駅の利用者、周辺地区住民、学

生、船場地区企業関係者等が集う新

たな交流空間を創出する予定です。

16
・駅が出来ればそれだけでも良かったのにと思います。

すでに検討されているとは思いますが、消防に関して

十分に配慮されているのでしょうか。地区内に道路が

ない様ですので気になりました。

・消防については、駅周辺の土地区画

整理事業立案の際、消火栓や防火水

槽の配置等について、施行者が消防

担当部局と協議し計画を進めてお

ります。今後、各敷地で具体的な土

地利用が行われる際には、消火設備

や消防活動空地など個別案件ごと

に詳細な協議を行うことになりま

す。

17
・新設されるデッキは新船場地区が魅力的な都市空間へ

と変貌する開発のキーポイントの一つとなるもので

す。本来、「新箕面駅」と「新船場駅」の開発は二つ

の拠点のものでは無く、双方が相俟って「面」として

のものですが「新船場」には「千里中央」とジョイン

・デッキは人々の交流や活動の場とな

り、地区の外へも繋がっていく動線

として重要な役割を担うものにな

ります。景観的に優れ、親しみをも

っていただけるよう努めてまいり



- 12 -

トする中核的な役割をも担っています。

国道４２３号線を跨ぎ、北の「かやのさんぺい橋」と

南の「新船場デッキ」は共に東西の町並みを繋ぐ跨道

橋としての重要な役割を担うものであるのです。

しかし、北の「かやのさんぺい橋」は何処となく厳つ

い感じの「剛」のイメージもあり、呼称さえも、さほ

ど普及されているとは思われません。一方、南の新デ

ッキには旧来の船場地区のイメージをも超越するよ

うな、そして人々に愛され魅惑的な呼称の誕生が待望

されます。「北の剛」「南の柔」の跨道橋による更なる

相乗効果が生まれるのであれば喜ばしいことではあ

ります。つきましては「新船場デッキ」のネーミング

を何らかの方策を講じて「公募」を行い、旦つＰＲの

一環とするのは如何なものでしょうか。

・あったら良いなと思うもの

里山

日常の中にあって地域の人々が、そこで出会い話しを

する場、最近は、個人が欲望（したい事）を求める傾

向が強いがここはそれを満たす場では無い

里山では個人が地域の為に皆が地域の為に、すること

がある。この様な場が地域には必要なのでは里山の役

割をそんな「地域の人々が、ここで出会い話しをする

場、」「地域の人々が、地域の為に活動をする場、」に

出来たら。

この様に地域の人々が参加して里山を運営する

そんな里山つくりが出来たらうれしいです。

オレンジゆずるバスの今を見て箕面市には人を思う

強い意志があります

箕面の人々は里山が里山で集う気持ちを持ち育てる

こんな感じで人が集まれる＆集まる、活動出来る場所

として里山をつくり、運営できればです。

・新たな街づくりのこの機会にこれまでの取り組みに最

近の市民感覚を取りれようとする企画に賛意を表し

ます。この地域の発展のために次の穂事項を提起申し

あげます。

①２１世紀の街として、フルにインテリジェントシス

テムズを取り入れた街とされること

②環境にやさしい、住む人、訪ねる人に「爽やかさ」

を感じさせるスマートシティを実現して欲しい。

③大学と市民施設が共存するメリットを生かして、大

阪大学のみでは実施しがたい市内にキャンパスを有

する大学の共同企画などもよろしくお願い申し上げ

ます。

・市民文化ホール・立駐や阪大キャンパス等の建物屋上

は、ソーラの上屋又は屋上庭園を配慮する。間違って

も屋外設備機器の置き場にはしない。

ます。

・新駅の周辺では、大学や文化ホール

などが設置され多くの人が集い、活

動する場となります。新しいまちと

して、快適で魅力的な都市空間とな

るよう努めてまいります。

・まちづくりにおける主役は市民の皆

さまや地域で活動する企業、大学

で、ソフト面の活動と互いに連携す

ることが大切であると考えていま

す。

・ご提案ありがとうございます。船場

駅前地区のまちづくりについてい

ただいたご意見は、今後のまちづく

りの参考にさせていただきます。
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・駐車場と建物と建物を繋ぐ通路においては、雨天時に

は小さなお子さんと一緒にいる親子連れが動きやす

いように、なるべく雨にあたらない設計をお願いしま

す。

・箕面市には、景観保全や環境保全に向けて活動するグ

ループや NPOがあり、また、新たなまちづくりに向
けて、船場周辺住民の皆さんの動きも生まれていま

す。説明会の開催も重要ですが、日頃から生活者の立

場で、住みよい箕面をめざして活動している市民の皆

さんと船場の街づくりに向けた定期的な意見交換の

場をつくり、建設的な意見を取り入れるような仕組み

を希望します。

・船場においては、住宅地というより大きな建築物の集

合であり、その周辺の景観については、建築物と一体

となる植栽枡の設置や高木の寄せ植えなど効果的に

活用する計画があるようですが、この景観を長く維持

するためのボランティアグループの育成など、積極的

に取り組んで頂きたいです。



作成日：平成29年(2017年) 6月1日

都市景観形成地区「箕面船場駅前地区」の指定について（素案）

　本市では、平成１９年８月に『都市景観基本計画［改訂版］』を策定、１０月には景観
法に基づく『箕面市景観計画』を策定し、良好なまちなみ景観の形成を推進してきま
した。
　今回、都市景観形成地区「箕面船場駅前地区」を指定するにあたり、広く市民のみ
なさまにご意見をお伺いするために実施するものです。

みどりまちづくり部　まちづくり政策室

（ 問 い 合 わ せ 先 ） みどりまちづくり部　まちづくり政策室　（電話：072-724-6918）

資料１：箕面市都市景観基本計画［改訂版］の変更（素案）
資料２：箕面市景観計画の変更（素案）
資料３：箕面船場駅前地区の都市景観形成地区基準の決定（素案）

都市景観形成地区「箕面船場駅前地区」の指定について《パブリックコメント用概要
版》

（１）市ホームページ
　　 （アドレス http://www.city.minoh.lg.jp/machi/senba/keikan-pabu.html）
（２）みどりまちづくり部　まちづくり政策室　（箕面市役所　別館４階　４９番窓口）
（３）行政資料コーナー　（箕面市役所　別館１階　１２番窓口）
（４）箕面市役所豊川支所、止々呂美支所
（５）中央・東生涯学習センター、西南図書館、みのお市民活動センター
※ （２）～（４）は、市役所開庁日の８時４５分から１７時１５分まで
※（５）は、施設の開館日、開館時間

平成29年(2017年)6月5日から平成29年(2017年)7月4日まで(郵便の場合は必着)

次のうちいずれかの方法で提出してください。
（１）閲覧場所の窓口への提出
　　 （箕面市役所まちづくり政策室、行政資料コーナー、豊川支所、止々呂美支所、
　　 中央・東生涯学習センター、西南図書館、みのお市民活動センター）
（２）郵便による送付
　　　（〒562-0003 箕面市西小路４丁目６番１号　箕面市役所まちづくり政策室）
（３）ファクシミリによる送付 （FAX　０７２－７２２－２４６６）
（４）電子メールによる送付 （Email : machi@maple.city.minoh.lg.jp）
※ 閲覧場所の窓口に意見書のひな形をご用意していますので、ご利用ください。
（自由な形式で提出していただいてもかまいません。）

意 見 等 を 提 出
で き る か た

（１）本市にお住まいのかた
（２）本市に事務所又は事業所がある事業者
（３）本市にある事務所又は事業所に勤務しているかた
（４）本市にある学校に在学しているかた
（５）本市に対して納税義務を有しているかた
（６）上記（１）から（５）に該当するかたで構成された団体
（７）箕面市域内の土地の所有者その他利害関係を有するかた

（１）意見を提出しようとする素案の名称
（２）氏名及び住所（上記の「意見等を提出できるかた」のうち（２）～（４）に該当するか
たにあっては、名称及び所在地、（６）に該当するかたにあっては、団体名及び団体
事務局の所在地）
（３）上記の「意見等を提出できるかた」のうち、該当する区分

お寄せいただいたご意見は、住所・氏名などの個人情報を除き、類似のご意見など
は集約させていただいた上で、そのご意見に対する市の考え方と対応も含めて、「閲
覧方法と閲覧場所」に記載の方法・場所で公表します。なお、意見提出者への個別
回答はいたしませんのでご了承ください。また、個人情報については他の目的で利
用することはありません。
※公表期間：ご意見に対する市の考え方について、平成29年(2017年)７月頃を予定

パブリックコメント手続実施要項

案 件 の 名 称

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 手 続
実 施 の 目 的

実 施 部 局 名

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト の
対 象 と な る 資 料

参 考 資 料

閲 覧 方 法 と 閲 覧 場 所

意 見 等 の 提 出 期 間

意 見 等 の 提 出 方 法

意 見 等 を 提 出 す る 際 の
必 要 記 載 事 項

提 出 さ れ た 意 見 等 及 び
市 の 考 え 方 の 公 表 方 法

備 考

箕  面  市
緑豊かな北大阪都市みのお



都市景観形成地区「箕面船場駅前地区」の指定について（素案）

住 所
（ 所 在 地 ）

氏 名
（ 名 称 ）

（１）本市にお住まいのかた
（２）本市に事務所又は事業所がある事業者
（３）本市にある事務所又は事業所に勤務しているかた
（４）本市にある学校に在学しているかた
（５）本市に対して納税義務を有しているかた
（６）上記（１）から（５）に該当するかたで構成された団体
（７）箕面市域内の土地の所有者その他利害関係を有するかた

パブリックコメント手続　意見書

件 名 （ 名 称 ）

「意見等を提出できるかた｣
の う ち 、 該当する区分
（あてはまる番号に○を
つ け て く だ さ い 。 ）

意見・提言など

提 出 者

箕  面  市
緑豊かな北大阪都市みのお



箕面市都市景観基本計画［改訂版］の変更（素案）

○箕面市都市景観基本計画［改訂版］の変更（素案）

「（４）船場団地地区（大阪船場繊維卸商団地地区）」の変更

■地区の景観特性と景観形成の課題

（繊維卸商団地の発展と近年の変化）

● 船場団地は、昭和 45年（1970年）の開業以来、日
本有数の繊維卸商団地として活発な協業活動を展開

してきました。

● しかし、繊維業界の不況や流通構造の変化などの影響

を受け、船場団地内で活動する企業においても事業規

模の縮小や経営破綻が相次いだことから土地や建物

の売却が進み、共同住宅や遊戯施設などといった繊維

卸商団地の目的と相違する建築物が増加するなど、ま

ちの様相が急激に変化しつつあります。

● そして、その結果、生活関連インフラの整備や防犯面

での課題、「繊維のまち」というまちのイメージへの

影響など、さまざまな課題が出てきました。

（規制誘導と合わせたまちづくりの取り組み）

● 平成 16年（2004年）にまとめた「大阪船場繊維卸商団地における都市再生調査報告書」
では、活性化へ向けた新たなまちづくり整備の方向性として、繊維卸売業を根幹としつ

つも飲食店や商業施設といった小売業の誘致など、繊維卸売業以外の機能誘致や、まち

づくりの方向性にそぐわない開発等規制・誘導、居住者に対する安全・安心の確保など

を提案しています。

● 景観上においても、壁面線の統一を始め、整然とした景観形成を進めてきました。特に

国道 423号（新御堂筋）沿いは、千里丘陵の地形であるため北摂山系の山なみが眺望で
きることや、高層の建築物による連続性や一体性が感じられる景観が形成され、大阪府

景観条例においても「景観形成地域」に指定されています。

● 一方で、緑化の誘導等の規制が定められていなかった時期に建築された建築物も多く、

目に見える緑の少なさなどが課題となっていました。

● さらに、最近のまちの様相の変化を受け、歩行者への配慮なども必要となってきた中で、

特に、歩行者の視線レベルにある建築物の低層部分においては圧迫感の軽減や、植栽に

よる潤いの創出、後退による歩行空間の確保などが求められるようになってきました。

● 土地利用のありかたについては、都市計画法や条例等の活用により一定の規制・誘導が

なされていますが、現在、船場団地組合が船場団地のまちづくり構想について検討を進

めており、今後はその検討結果を尊重しつつまちづくりを進めていく必要があります。

資料１

Ⅳ-47

箕面船場駅前地区の追加

1/4



箕面市都市景観基本計画［改訂版］の変更（素案）

● 平成 28年には、北大阪急行線延伸に伴う新駅整備の計画を契機として、駅周辺では船場
団地全体の活性化を視野に入れたまちづくりの核となる土地区画整理事業が行われ、土

地の高度利用や多目的利用の促進を通じて駅前の広場や文化ホールなどの都市機能の集

積が図られています。

■大切に育み活かしたい景観資源や景観要素

・国道 423号（新御堂筋線）の広幅員がもたらすゆったりとした空間とそこからの山なみ
への眺め

・千里丘陵の地形

■具体的な方策

・隣接する建築物との連続感やまち全体としての一体感を創る。繊維卸商団地の目的と相違

する場合には、特に配慮する。

（配慮の例）・壁面の位置や建築物のデザインを周辺のまちなみにあわせ、連続感を出す。

・バルコニーを張り出さず、フラットな壁面をつくる。

・立体駐車場等の開口部にルーバーを設置し、壁面をつくり出す。

・窓の高さを合わせる。

・長大な壁面にあっては、適度な分節化を行う。特に、歩行者の視線レベルにある低層部に

おいては、建築物と一体となった植栽枡の設置や高木の寄せ植えなどを効果的に活用し、

圧迫感の軽減に努める。

・住宅地と隣接する建築物にあっては、派手な色使いや過度の広告物の掲出を避け、住宅地

側への配慮を施す。

・駅周辺は、駅前にふさわしい魅力的な都市景観を形成するため、広がりを感じる空間の創出や

効果的な植栽の活用、建物前面の表情に配慮する。

■景観形成上関連する計画・取り組み

・箕面市都市計画マスタープラン（H8）（拠点整備地区）

・大阪府景観条例（景観形成地域）

・箕面市特別業務地区建築条例

・大阪船場繊維卸商団地における都市再生調査報告書（H16）

・箕面市快適環境づくり計画（H6)

・箕面船場駅前土地区画整理事業（H28）

追加します

〈景観形成の基本目標〉

○「建築物同士の連続感の中にも個性がある、親しみのある景観を創る」

〈景観形成の方針〉

◇地区の土地利用を含めたまちづくりの方向性と合わせて、景観形成のありかたを検討

する

追加します

・箕面船場駅前地区地区計画（H29）
追加します

Ⅳ-48
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箕面市都市景観基本計画［改訂版］の変更（素案）

■地区の景観特性と景観形成の課題

● 本地区は船場東地区にある大阪船場繊維卸商団地の一角、平成32年度に予定されている

北大阪急行線延伸に伴い整備される「（仮称）箕面船場駅」（地下駅）前に位置します。

● 大阪船場繊維卸商団地は、昭和45年（1970年）のまちびらき以降、約半世紀が経過し、

建物の更新時期を迎えています。また、当初は繊維卸売業に係る物流・倉庫・業務機能

に特化していた土地利用も、近年では施設形態の多面化が見られるなど、まちの更新期

を迎えつつあります。

● 本地区の景観特性としては、周辺には、繊維卸商団地ならではの物流を重視した広い道

路が構成され、ほぼ同規模の整形の街区に中層・高層の事務所ビルが軒を連ねており、

主に商業・業務機能を主とした建築物が集積した整然としたまちなみが見られます。

● 本地区は、北大阪急行線延伸に伴う新駅整備を契機として、団地全体の活性化を視野に

入れた新たなまちづくりの核となるため、大街区化を目的とした敷地整序型土地区画整

理事業が行われます。

● 本地区では、駅前立地のポテンシャルを最大限に活かし、土地の高度利用や多目的利用

の促進を通じて、知的創造拠点を中心とした商業・業務機能、文化・学術研究機能、情

報・交流機能等の都市機能の集積が図られます。周辺と異なる用途・規模での土地利用

が想定されるため、駅前にふさわしい特徴ある景観を形成しつつ、かつ地区の周辺地域

と調和が図られるような都市景観の形成が期待されます。

● 駅前の広場等の空間と、そこから地区内外へ至る歩行者動線を、2階レベルのデッキによ

り確保することで、賑わいのある、健全で良質な都市空間の形成と安全で回遊性の高い

歩行者空間の創出が図られます。

● 新たなまちの玄関口として、駅前の広場等、そこから伸びる歩行者通路、さらに地区周

縁部の道路など、歩行者の動線の重要性が高まることで歩行者の視線レベルからのまち

なみ景観には十分な配慮が求められます。

● 地区内の案内版やサインについては、統一性、まちなみ景観との調和に配慮し、全体的

に計画が図られることが望まれます。

以降全て新規追加します

箕面船場駅前地区

Ⅳ-48-1
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箕面市都市景観基本計画［改訂版］の変更（素案）

■具体的な方策

・デッキは、歩行者の視線レベルからの見え方に留意し、沿道の建築物と合わせて統一感のある

良好な景観形成を図るものとする。

・駅前の広場等の空間とデッキは、船場地区の新たな「顔」にふさわしい、ゆとりある空間（オ

ープンスペース）の広がりと緑の潤いを感じる景観を形成するものとする。

・地区内の各敷地または地区外に対して、連続性に配慮するとともに、建物のデザインについて

も調和を図り、統一性、連続性のある景観形成に努める。

・（仮称）箕面船場駅前地区デザイン指針に基づいて統一感のある景観形成を図る。

・建築物や工作物等の細部を含めたデザインの統一感を創出するため、都市景観アドバイザーの

専門的な助言等をふまえ、建築計画を実施する各者が相互に話し合い調整を図る。

〈景観形成の方針〉

◇ デッキとその沿道の建築物は、素材や仕上げなどの細部も含め統一感のある良好な都市景

観の創出を図り、人々が集い交流する魅力的な都市空間を創る

◇ 駅前の広場等の空間とデッキが一体となった、広がりと緑の潤いのある都市景観の形成を

図り、都市における魅力ある空間を創る

◇ 地区周縁部は、本地区を駅前エリアとして特徴付けるとともに周辺地域との調和が図られ

るよう、建物前面の表情づけや効果的な緑化を施すなど、特色のある景観を形成する

◇ 千里丘陵の地形を考慮し、本地区を遠方から望む遠景において、周辺地や背景となる山な

みと調和した都市景観を創る

備考：「デッキ」は北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画における多目的広場、歩行者

連絡通路およびこれらに連続して計画する歩行者空間を示す。

Ⅳ-48-2
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箕面市景観計画の変更（素案）

○箕面市景観計画の変更（素案）

１．景観計画の区域（法第８条第２項第１号関係）

（２）特に重点的に景観形成を図る地区

④都市景観形成地区

２．良好な景観の形成に関する方針（法第 8条第 3項関係）

（２）景観計画区域における地区ごとの良好な景観の形成に関する方針

コ）箕面船場駅前地区

※「デッキ」は北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画における多目的広場、歩行者連

絡通路およびこれらに連続して計画する歩行者空間を示す。

名称 箕面船場駅前地区

位置 箕面市船場東２丁目、３丁目の各一部（図３－１９）

面積 約 4.4ha

経過
１ 景観計画の都市景観形成地区に指定、平成 29 年(2017 年) 月 日告示、

平成 29 年(2017 年) 月 日施行。

項目 内容

基本目標 ○人々が集う魅力ある都市景観を創る

景観形成の方針 ○デッキとその沿道の建築物は、素材や仕上げなどの細部も含め統

一感のある良好な都市景観の創出を図り、人々が集い交流する魅

力的な都市空間を創る

○駅前の広場等の空間とデッキが一体となった、広がりと緑の潤い

のある都市景観の形成を図り、都市における魅力ある空間を創る

○地区周縁部は、本地区を駅前エリアとして特徴付けるとともに周

辺地域との調和が図られるよう、建物前面の表情づけや効果的な

緑化を施すなど、特色のある景観を形成する

○千里丘陵の地形を考慮し、本地区を遠方から望む遠景において、

周辺地や背景となる山なみと調和した都市景観を創る

資料２

箕面船場駅前地区の追加
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箕面市景観計画の変更（素案）

３．良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項（法第 8条第 2項第 2 号

関係）

（２）景観計画区域における地区ごとの届出対象行為とその制限に関する事項

④都市景観形成地区

コ）箕面船場駅前地区

（制限事項）

対象項目 基準

規制的基準 人々が集い交流する魅力的な都市景観の形成を図るため次の基準を遵

守するものとする

建築物等の壁

面の位置、建築

物の高さ

１ 北部大阪都市計画高度地区及び北部大阪都市計画箕面船場駅前地

区地区計画に準ずる。

建
築
物
等

屋根・屋

上 の 形

態・意匠

１ 建築物の屋根は、周辺景観と調和するよう配慮する。

２ 屋上設備は屋根の中におさめる、壁面を適度に立ち上げる等によ

り修景し、露出させないよう努める。

配置、形

態・意匠

１ デッキ上からの目線にたいして、まちなみに潤いや賑わいをあた

えるよう配慮する。

２ 建築物の内側空間とデッキは一体的、連続的なデザインとなるよ

う工夫する。

３ 長大な壁面は、その壁面の印象が平滑・単調なものにならないよ

う、表面の形状や色彩・素材などの工夫に努める。

色彩 １ 周辺との調和に配慮して、建築物等の色はけばけばしい色彩（彩

度の高い色彩）を使用しないように努める。

外構 １ 駐車場、駐輪場を設置する場合は、まちなみの連続性を阻害しな

いよう設置位置や車両の配置に配慮し、出入口はまちなみの連続性

を阻害しないよう、形態意匠について配慮する。

２ 駐輪場は、周辺道路等から容易に自転車等が見えにくい配置とす

る、植栽等により見え方を和らげる等の工夫により配慮する。

３ 市道船場中央線に面する部分において、ゴミ置き場や駐輪場を設

ける場合は、原則として植栽により道路から見えないよう工夫する。

工作物 １ ストリートファニチャー、彫刻、モニュメント、ベンチ、テーブ

ル、屋外灯、装飾などを設置する場合は、周辺のまちなみに調和す

る上質なものとし、配置に配慮する。

デッキ １ 駅前の広場等の空間と一体的にデザインし、連続性と広がりのあ

る景観を形成する。

２ 利用者の利便性の向上を図りつつ、単調とならないよう留意し、

変化のあるイメージを創出するよう工夫する。
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箕面市景観計画の変更（素案）

※「デッキ」は北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画における多目的広場、歩行者連絡通

路およびこれらに連続して計画する歩行者空間を示す。

※「（仮称）箕面船場駅前地区デザイン指針」は大阪大学・箕面市等連絡協議会において策定され

たものであって、市長が箕面市都市景観アドバイザーおよび箕面市都市景観審議会の意見を

聴き、平成２９年７月（予定）に認めたものとする。

敷き際のしつ

らえ

１ 北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画により後退した部分

は植栽空間とし、原則として、高木にあっては８ｍ程度、中木にあ

っては３ｍ程度以下の間隔で配置した密度で連続的に列植する。た

だし、土地利用上最小限必要となる人や車両の出入りに用いる通路

部分等においては、上記によらず、別途効果的な位置、形態で植栽

を確保するよう努める。

２ 道路側の敷地部分には垣、柵等は原則設置せずオープン外構とし、

止むを得ず垣、柵等を設置する場合は植栽を併用するなど周辺のま

ちなみに調和するものとする。ただし、生け垣または階段、斜路等

に設置する透過性の高い最小限必要となる手すりはこの限りでな

い。

３ デッキに面する部分には、花や緑を配置するなどまちなみに潤い

をあたえる。

創造的基準 １ （仮称）箕面船場駅前地区デザイン指針に基づき、建築計画等を

実施する各者は相互に調整を図りながら協働し、都市景観アドバイ

ザーの専門的な助言等をふまえ、建築物や工作物等の細部を含めた

デザインの統一感の創出を図る。
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箕面市景観計画の変更（素案）

図１ 景観計画 区域図

白島三丁目
東急不動産開発地区

桜井駅前地区

箕面船場駅前地区
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箕面市景観計画の変更（素案）

図３―１９ 箕面船場駅前地区 区域図
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箕面船場駅前地区の都市景観形成地区基準の決定（素案）

○箕面船場駅前地区の都市景観形成地区基準の決定（素案）

箕面船場駅前地区の届出対象行為においては、都市景観形成地区基準として、以下の

基準を定めます。

都市景観形成地区基準

対象項目 基準

広告物の表示等に

関する事項

１ 敷地内の広告物（建築物に設置するものを含む）は、自己の用に供す

るものに限定するとともに、次のいずれかに該当するものを設置しては

ならない。

①高さ 31 メートルを超える建築物の部分に設置するもの

※壁面に対する面積を算出する場合は高さ 31 メートル以下の壁

面による

②屋上に設置するもの

③垣、柵等に設置するもの

④周辺の美観・風致を損なうもの

⑤歩行者に対する掲示板で高さ 2.1 メートルを超えるもの

２ 広告物のデザインや位置、形状、サイズは、箕面市景観計画に定める

（仮称）箕面船場駅前地区デザイン指針に基づくものとし、周辺のまち

なみイメージに調和するよう配慮する。

資料３
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都市景観形成地区「箕面船場駅前地区」の指定について

《パブリックコメント用概要版》

平成２９年６月　
箕面市みどりまちづくり部まちづくり政策室

参考資料

１ 都市景観形成地区「箕面船場駅前地区」の指定について（素案）
   ①箕面市都市景観基本計画〔改訂版〕の変更
   ②箕面市景観計画の変更
   ③箕面市都市景観条例に基づく都市景観形成地区基準の策定

1



船場団地地区は、繊維卸商などの業務を中心とした

まちとして、物流・業務機能に対応した道路等の都

市基盤整備がなされ、まちびらきしました。

以来、45年余が経過した現在、物流・業務以外の土

地利用のニーズも高まる中、実際に従来とは違う土

地利用も見られるようになっており、まちと建物、

それぞれに更新時期を迎えつつあるといえます。

折しも本地区では、北大阪急行線の延伸、新駅の設

置など、市全体にとっても重要な施設が実現に向

かっており、先般、それをふまえ改めて市の将来像

を立地適正化計画として描き出したところですが、

その将来像における本地区の都市核・駅前としての

役割を実現する具体策がもとめられています。

今回、具体的な土地利用の考え方が一定まとまった

ことから、地区の景観形成のルールとして位置づけ

るための素案をまとめましたので、広く市民のみな

さまのご意見をお伺いするためパブリックコメント

を実施しています。 2

　１．はじめに

船場団地地区



箕面市立地適正化計画（平成28年2月策定）における位置づけ

3

《中部都市機能誘導区域》

船場団地地区を含む北大阪急行線沿線沿いのエリアは

中部都市機能誘導区域に位置づけられています。

◆船場東地区(中部地域）に関する主な記述（要約）

・トラック輸送を中心とした「物流のまち」として発展
 してきたが、まちとしての更新時期を迎え「（仮称）
 箕面船場駅」が設置されることにより、駅を中心に人
 で賑わうまちへと変貌していく。

・今後の箕面市の都市核となるエリアであるため、それ
 に相応しい都市機能の集積をめざしていかなければな
 らない。

・都市機能誘導区域

 都市再生を図るため、医療施設、福祉施設、商業施設

 などの都市機能増進施設の立地を誘導すべき区域

　２．船場団地地区の将来像



4

　２．船場団地地区の将来像

敷地整序型土地区画整理事業の実施

（仮称）箕面船場駅の整備を契機として、新たなまちづくりを進め

るため、大阪船場繊維卸商団地協同組合が中心となって、新たに組

合施行による箕面船場駅前土地区画整理事業（対象面積：4.8ha)を

実施しています。

船場団地再整備マスタープラン（平成28年10月修正版）について

平成23年2月から地元地権者や学識経験者、船場団地組合役員により構成された団地再整備検討委員会が3回にわたり

開催され、平成24年2月に作成されました。

その後、立地適正化計画の内容をふまえつつ、平成28年10月にその内容が一部修正されました。

駅前と駅前以外に分けて次のように整備の方向が示されています。

平成26年6月 土地区画整理準備組合設立

平成28年9月 土地区画整理組合設立

土地区画整理
事業範囲

船場団地地区

◆駅前整備地区（土地区画整理事業地）

・駅前にふさわしい施設整備による地区外との役割分担や歩行者中心のまちづくりにより、駅設置のインパクトを最大

 限活かしつつ、秩序と個性ある商業・住宅機能を有するエリアとして整備に取り組む。

◆駅前整備地区以外の地区

・従来の都市基盤を活かしつつ業務集積地としての機能の維持更新を図るとともに地区全体の魅力向上に資する街並み

 整備に取り組んでいく。



5

駅前立地のポテンシャルを生かし、土地利用の更なる多目的化・高度化を図りつつ

駅前にふさわしい多様な都市機能が相互阻害なく適切に立地できるようにする

また、歩行を中心としたまちを形成、船場地区の新たな顔づくりを行う

　３．土地利用のルールの考え方

「箕面船場駅前地区」 のまちづくりに関するルールの概略

① ②

③④

⑤ ⑥

① 建物の用途に関するルールをさらに見直し

② 建物の高さに関するルールをさらに見直し

③ 地区外への配慮をルール化
 （地区周縁部に緩衝帯を設ける）

④ 駅前に相応しい都市空間の確保をルール化

⑤ 歩行空間の確保（地区内デッキ設置）

⑥ 景観イメージのルール化

特別業務地区（条例の改正）

高度地区（特例許可基準変更）

地区計画（建物用途）

地区計画（外壁後退）

地区計画（最低敷地面積、
     建物高さのルール）

地区計画（地区施設）

景観計画

箕面船場駅前地区船場団地地区

国
道

423号

北大阪急行線
新駅予定地
（地下駅）

景観計画（緑地配置）
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●快適な都市環境の確保、歩行者の
 安全で快適な空間の創出

地区計画・景観計画のそれぞれの役割

地区施設の配置及び規模(地区計画にて設定)

●地区周縁部に緑の緩衝帯を設定

デッキのイメージ

▼デッキ

建
築
物

建
築
物

▼ＧＬ

デッキ
道路

公園

壁面後退1ｍ

壁面後退２ｍ

市道船場

中央線

景観計画の役割
地区の周辺地域に配慮した景観形成の誘導。
 ⇒（地区および街区周縁部緑化の景観
    イメージの基準化）

景観計画の役割
駅前の広場、デッキとその沿道の建築物が一体  
となった、良好な都市景観の形成を誘導する
⇒（景観イメージの基準化及び広告物の
   デザイン誘導）

壁面の位置の制限(地区計画にて設定)

・外壁等の面から周縁部までの距離は２m以上

とする。

・市道船場中央線の道路に面する部分は、１m

以上とする。

　３．土地利用のルールの考え方
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　４．都市景観形成地区指定（素案）の概要

地区計画同様に、箕面船場駅前地区を都市景観形成地区に指定し、
駅前エリアにふさわしく、人々が集い交流する魅力的なまちなみ景観を形成するた
めの「景観に関するルール」を設定します。

都市景観形成地区は以下のそれぞれの内容をそれぞれの計画等に定めることで成り
立っています

●良好な景観の形成に関する方針 は

●区域や行為の制限（外観の意匠・色彩、「かき」 
 または「さく」のしつらえ等、敷地内の緑化）
 デザイン指針に基づいた素材や色彩等へのの配慮 は

●広告物などの内容 は

によって、必要な内容をそれぞれ定めます。

都市景観基本計画

景観法に基づく景観計画

都市景観条例に基づく都市景観形成地区基準

P８

P1１

P1４

（仮称）箕面船場駅前地区デザイン指針 P1４
●上記のルールを補完し、統一感のある
 まちなみを導く細やかなデザインの指針 は
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　４．都市景観形成地区指定（素案）の概要

■地区の景観特性と景観形成の課題 （繊維卸商団地の発展と近年の変化） 

都市景観基本計画［改訂版］の変更

「（４）船場団地地区（大阪船場繊維卸商団地地区）」の変更 

（規制誘導と合わせたまちづくりの取り組み） 

●　平成28年には、北大阪急行線延伸に伴う新駅整備の計画を契機として、駅周辺では　

　船場団地全体の活性化を視野に入れたまちづくりの核となる土地区画整理事業が行わ

　れ、土地の高度利用や多目的利用の促進を通じて駅前の広場や文化ホールなどの都市

　機能の集積が図られています。 

・駅周辺は、駅前にふさわしい魅力的な都市景観を形成するため、広がりを感じる空
間の創出や効果的な植栽の活用、建物前面の表情に配慮する。 

 （追加）

 （追加）

■具体的な方策

■景観形成上関連する計画・取り組み 

・箕面船場駅前土地区画整理事業（H28） 
・箕面船場駅前地区地区計画（H29）  （追加）



9

都市景観基本計画［改訂版］の変更

箕面船場駅前地区 地区の追加

■地区の景観特性と景観形成の課題 
 
●　本地区は船場東地区にある大阪船場繊維卸商団地の一角、平成32年度に予定されている北大阪急行線延　
　伸に伴い整備される「（仮称）箕面船場駅」（地下駅）前に位置します。 
●　大阪船場繊維卸商団地は、昭和45年（1970年）のまちびらき以降、約半世紀が経過し、建物の更新時期を迎
　えています。また、当初は繊維卸売業に係る物流・倉庫・業務機能に特化していた土地利用も、近年では施設形
　態の多面化が見られるなど、まちの更新期を迎えつつあります。 
●　本地区の景観特性としては、周辺には、繊維卸商団地ならではの物流を重視した広い道路が構成され、ほぼ
　同規模の整形の街区に中層・高層の事務所ビルが軒を連ねており、主に商業・業務機能を主とした建築物が集
　積した整然としたまちなみが見られます。 
●　本地区は、北大阪急行線延伸に伴う新駅整備を契機として、団地全体の活性化を視野に入れた新たなまちづ
　くりの核となるため、大街区化を目的とした敷地整序型土地区画整理事業が行われます。 
●　本地区では、駅前立地のポテンシャルを最大限に活かし、土地の高度利用や多目的利用の促進を通じて、知
　的創造拠点を中心とした商業・業務機能、文化・学術研究機能、情報・交流機能等の都市機能の集積が図られ
　ます。周辺と異なる用途・規模での土地利用が想定されるため、駅前にふさわしい特徴ある景観を形成しつつ、
　かつ地区の周辺地域と調和が図られるような都市景観の形成が期待されます。 
●　駅前の広場等の空間と、そこから地区内外へ至る歩行者動線を、2階レベルのデッキにより確保することで、
　賑わいのある、健全で良質な都市空間の形成と安全で回遊性の高い歩行者空間の創出が図られます。 
●　新たなまちの玄関口として、駅前の広場等、そこから伸びる歩行者通路、さらに地区周縁部の道路など、歩行
　者の動線の重要性が高まることで歩行者の視線レベルからのまちなみ景観には十分な配慮が求められます。 
●　地区内の案内版やサインについては、統一性、まちなみ景観との調和に配慮し、全体的に計画が図られるこ
　とが望まれます。 

　４．都市景観形成地区指定（素案）の概要
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都市景観基本計画［改訂版］の変更

〈景観形成の方針〉 
◇デッキとその沿道の建築物は、素材や仕上げなどの細部も含め統一感のある良好な都市景観の創出を図り、　
　人々が集い交流する魅力的な都市空間を創る 
◇駅前の広場等の空間とデッキが一体となった、広がりと緑の潤いのある都市景観の形成を図り、都市におけ
　る魅力ある空間を創る 
◇地区周縁部は、本地区を駅前エリアとして特徴付けるとともに周辺地域との調和が図られるよう、建物前面
　の表情づけや効果的な緑化を施すなど、特色のある景観を形成する 
◇千里丘陵の地形を考慮し、本地区を遠方から望む遠景において、周辺地や背景となる山なみと調和した都
　市景観を創る 

■具体的な方策 
・デッキは、歩行者の視線レベルからの見え方に留意し、沿道の建築物と合わせて統一感のある良好な景
　観形成を図るものとする。 
・駅前の広場等の空間とデッキは、船場地区の新たな「顔」にふさわしい、ゆとりある空間（オープンスペー
　ス）の広がりと緑の潤いを感じる景観を形成するものとする。 
・地区内の各敷地または地区外に対して、連続性に配慮するとともに、建物のデザインについても調和を図
　り、統一性、連続性のある景観形成に努める。 
・（仮称）箕面船場駅前地区デザイン指針に基づいて統一感のある景観形成を図る。 
・建築物や工作物等の細部を含めたデザインの統一感を創出するため、都市景観アドバイザーの専門的な
　助言等をふまえ、建築計画を実施する各者が相互に話し合い調整を図る。 

備考：「デッキ」は北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画における多目的広場、歩行者連絡通路およびこれらに連続
して計画する歩行者空間を示す。

　４．都市景観形成地区指定（素案）の概要
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景観計画の変更

箕面市船場東二丁目、三丁目の一部 約4.4ha                                              

位置・面積

基本目標

景観形成の方針

○人々が集う魅力ある都市景観を創る                                             

○デッキとその沿道の建築物は、素材や仕上げなどの細部も含め統一感のある良好な都市景観の
　創出を図り、人々が集い交流する魅力的な都市空間を創る 
○駅前の広場等の空間とデッキが一体となった、広がりと緑の潤いのある都市景観の形成を図り、
　都市における魅力ある空間を創る 
○地区周縁部は、本地区を駅前エリアとして特徴付けるとともに周辺地域との調和が図られるよう、
　建物前面の表情づけや効果的な緑化を施すなど、特色のある景観を形成する 
○千里丘陵の地形を考慮し、本地区を遠方から望む遠景において、周辺地や背景となる山なみと調
　和した都市景観を創る
 
 ※「デッキ」は北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画における多目的広場、歩行者連絡通路およびこれらに連

続して計画する歩行者空間を示す。 

Ｎ

　４．都市景観形成地区指定（素案）の概要

地区の追加

箕面船場駅前地区                                              

名称
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景観計画の変更

制限事項（規制的基準）

建築物等の壁面の
位置、建築物の高さ

１　北部大阪都市計画高度地区及び北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画に準　
　ずる。

屋根・屋上の形態・
意匠

１　建築物の屋根は、周辺景観と調和するよう配慮する。
２　屋上設備は屋根の中におさめる、壁面を適度に立ち上げる等により修景し、露出させ
　ないよう努める。

配置、形態・意匠 １　デッキ上からの目線にたいして、まちなみに潤いや賑わいをあたえるよう配慮する。
２　建築物の内側空間とデッキは一体的、連続的なデザインとなるよう工夫する。
３　長大な壁面は、その壁面の印象が平滑・単調なものにならないよう、表面の形状や
　色彩・素材などの工夫に努める。

色彩 １　周辺との調和に配慮して、建築物等の色はけばけばしい色彩（彩度の高い色彩）を
　使用しないように努める。

外構 １　駐車場、駐輪場を設置する場合は、まちなみの連続性を阻害しないよう設置位置や
　車両の配置に配慮し、出入口はまちなみの連続性を阻害しないよう、形態意匠につい
　て配慮する。
２　駐輪場は、周辺道路等から容易に自転車等が見えにくい配置とする、植栽等により
　見え方を和らげる等の工夫により配慮する。
３　市道船場中央線に面する部分において、ゴミ置き場や駐輪場を設ける場合は、原則
　として植栽により道路から見えないよう工夫する。

　４．都市景観形成地区指定（素案）の概要

工作物 １　ストリートファニチャー、彫刻、モニュメント、ベンチ、テーブル、屋外灯、装飾などを設置
　する場合は、周辺のまちなみに調和する上質なものとし、配置に配慮する。
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景観計画の変更

デッキ １　駅前の広場等の空間と一体的にデザインし、連続性と広がりのある景観を形成する。
２　利用者の利便性の向上を図りつつ、単調とならないよう留意し、変化のあるイメージを
　創出するよう工夫する。

敷き際のしつらえ
１　北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画により後退した部分は植栽空間とし、
　原則として、高木にあっては８ｍ程度、中木にあっては３ｍ程度以下の間隔で配置した
　密度で連続的に列植する。ただし、土地利用上最小限必要となる人や車両の出入りに
　用いる通路部分等においては、上記によらず、別途効果的な位置、形態で植栽を確保
　するよう努める。
２　道路側の敷地部分には垣、柵等は原則設置せずオープン外構とし、止むを得ず垣、柵
　等を設置する場合は植栽を併用するなど周辺のまちなみに調和するものとする。ただし、
　生け垣または階段、斜路等に設置する透過性の高い最小限必要となる手すりはこの限
　りでない。
３　デッキに面する部分には、花や緑を配置するなどまちなみに潤いをあたえる。

制限事項 前ページの続き　

　４．都市景観形成地区指定（素案）の概要

※「デッキ」は北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画における多目的広場、歩行者連絡通路およ
　びこれらに連続して計画する歩行者空間を示す。

※「（仮称）箕面船場駅前地区デザイン指針」は大阪大学・箕面市等連絡協議会において策定されたも
　のであって、市長が箕面市都市景観アドバイザーおよび箕面市都市景観審議会の意見を聴き、平成２
　９年７月（予定）に認めたものとする。

制限事項（創造的基準）

１　（仮称）箕面船場駅前地区デザイン指針に基づき、建築計画等を実施する各者は相互
　に調整を図りながら協働し、都市景観アドバイザーの専門的な助言等をふまえ、建築物
　や工作物等の細部を含めたデザインの統一感の創出を図る。

創造的基準
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広告物の表示等
に関する事項

１　敷地内の広告物（建築物に設置するものを含む）は、自己の用に供するものに限定す

　るとともに、次のいずれかに該当するものを設置してはならない。
　　　①高さ31メートルを超える建築物の部分に設置するもの
　　　　　※壁面に対する面積を算出する場合は高さ31メートル以下の壁面による
　　　②屋上に設置するもの
　　　③垣、柵等に設置するもの
　　　④周辺の美観・風致を損なうもの

　　　⑤歩行者に対する掲示板で高さ2.1メートルを超えるもの
２　広告物のデザインや位置、形状、サイズは、箕面市景観計画に定める（仮称）箕面船

　場駅前地区デザイン指針に基づくものとし、周辺のまちなみイメージに調和するよう配
　慮する。

都市景観形成地区基準の決定

　４．都市景観形成地区指定（素案）の概要

地区の追加

○建築物等の素材や意匠、色彩
○床タイル、手すり、窓枠などの材料や色彩
○デッキに面する建物開口部のデザイン
○デッキの使い方(イベント時の運用)
○広告物のしつらえ　　　　　　　　　　　などについてデザイン、景観イメージを詳しく示す　

景観計画等のルールを補完し、統一感のあるまちなみを導く細やかなデザインの指針

(仮称)箕面船場駅前地区デザイン指針の策定 新たに策定
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　５．ルール策定までの流れ

パブリックコメント以降の流れは次のとおりです。

都市景観形成地区「箕面船場駅前地区」の指定につ
いて(素案)は、以下の方法でご覧いただけます。

●市内の各施設で閲覧

　市役所まちづくり政策室、市役所行政資料コー
ナー、豊川支所、止々呂美支所、西南図書館、中
央・東生涯学習センター、みのお市民活動センター

●市ホームページで閲覧
　　http://www.city.minoh.lg.jp/machi/senba/keikan-pabu.html

下記のとおり説明会を実施します。
●市内説明会
　６月６日（火）午後７時　
　　みのお市民活動センター

箕面市役所みどりまちづくり部まちづくり政策室
（電話）072-724-6810
（ファクス） 072-722-2466 
（Ｅメール）machi@maple.city.minoh.lg.jp

パブリックコメントを実施
し、市民のみなさんからの
ご意見を募集しています
【６月５日～７月４日】

いただいたご意見を集約・整理
の上、市の考え方を整理します

７月頃　都市景観審議会

７月頃　都市計画審議会

７月頃パブリックコメント
の結果を公表

地区計画の決定 都市景観基本計画〔改訂版〕
景観計画、都市景観形成地区基準

の変更等

５月 地権者に
対する案の縦覧

６月 案の縦覧

地区計画 都市景観形成地区

6月 パブリックコメント
の結果を公表

パブリックコメント実施
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市民文化ホール

文化・交流施設

図書館

駅前広場

地区内デッキ

駐車場駐輪場

大阪大学箕面・新キャンパス

平成33年まちびらき

　参考　～新たなまちのイメージ（案）～


